
外
出
自
粛
で

ご
み
の
量
は
増
え
た
？

ご
み
処
理
に
は

年
間
14
億
円
以
上

分
別
は
未
来
の
た
め
に

ご
み
削
減
へ

私
た
ち
が
で
き
る
こ
と

　
「
環
境
」と
い
え
ば
皆
さ
ん
は
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
頭

に
浮
か
び
ま
す
か
。
里
山
や
森
林
の
保
全
活
動
、
ガ
ソ

リ
ン
車
に
よ
る
二
酸
化
炭
素
排
出
削
減
の
問
題
、
レ
ジ

袋
削
減
に
つ
な
が
る
マ
イ
バ
ッ
グ
持
参
の
取
り
組
み
、

多
く
の
食
材
が
廃
棄
さ
れ
る
食
品
ロ
ス
問
題
、
河
川
や

琵
琶
湖
で
の
廃
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
な
ど
、
ど
れ

も
私
た
ち
の
身
近
に
起
き
て
い
ま
す
。

　
現
在
、
環
境
問
題
へ
は
地
球
規
模
で
の
取
り
組
み
が

進
め
ら
れ
て
お
り
、
日
本
で
、
ま
た
甲
賀
市
で
取
り
組

む
べ
き
課
題
と
し
て
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が
考
え
行

動
に
つ
な
げ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　
６
月
は「
環
境
月
間
」で
す
。
環
境
を
守
る
の
も
、

壊
す
の
も
私
た
ち
の
生
活
次
第
で
す
。

　
美
し
い
自
然
が
残
る
甲
賀
市
を
、
次
の
世
代
に
引
き

継
い
で
い
く
た
め
に
、
今
日
か
ら
少
し
で
も『
環
境
』の

こ
と
を
意
識
し
て
み
ま
せ
ん
か
。

海洋
プラスチック
問題

森林減少

レジ袋
削減

大気汚染

地球
温暖化

エネルギー
問題

オゾン層
破壊

混
ぜ
れ
ば
ゴ
ミ

分
け
れ
ば
資
源
の
心
が
け

～
環
境
の
た
め
に
今
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ
と
～

　
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
り
私
た
ち
の
生
活

は
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
テ
レ
ビ
や
新

聞
な
ど
で
は
「
巣
ご
も
り
需
要
」
な
ど

と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
が
、
飲
食

店
な
ど
で
は
テ
イ
ク
ア
ウ
ト（
持
ち
帰
り
）

に
よ
る
メ
ニ
ュ
ー
も
充
実
し
、
実
際
に
利

用
さ
れ
て
い
る
方
も
多
い
と
思
い
ま
す
。

　
当
然
、
持
ち
帰
る
に
は
容
器
や
包
装

が
必
要
と
な
り
、
そ
の
容
器
な
ど
は
家

庭
ご
み
と
な
り
ま
す
。

　
（
図
１
）
は
、
市
内
で
の
過
去
３
年
間

の
「
燃
え
る
ご
み
（
可
燃
ご
み
）」
の
排

出
量
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。

　
予
想
ど
お
り
家
庭
で
の
食
事
回
数
の

増
加
や
、
持
ち
帰
り
容
器
、
大
掃
除
な

ど
新
型
コ
ロ
ナ
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言

や
外
出
を
で
き
る
限
り
控
え
る
よ
う
に

な
っ
た
昨
年
か
ら
ご
み
の
排
出
量
が
次

第
に
増
え
て
い
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　
家
庭
等
か
ら
出
た
ご
み
は
地
域
の
集

積
所
か
ら
、
水
口
に
あ
る
衛
生
セ
ン
タ
ー

な
ど
の
ご
み
処
理
施
設
に
搬
入
さ
れ
、

処
理
さ
れ
ま
す
。

　
で
は
、
こ
の
処
理
に
か
か
る
費
用
は
一

体
ど
れ
く
ら
い
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
？

　
（
図
２
）
は
年
間
で
の
ご
み
処
理
に
係

る
費
用
を
グ
ラ
フ
に
し
た
も
の
で
す
。
令

和
元
年
度
の
費
用
を
人
口
約
９
万
人
で

割
る
と
、
お
よ
そ
一
人
当
た
り
１
万
６
千

円
く
ら
い
に
な
り
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、「
高
い
」・「
安
い
」
ど
の

よ
う
に
感
じ
ま
す
か
。

　
処
理
に
必
要
と
な
る
お
金
は
私
た
ち

の
税
金
で
賄
わ
れ
て
い
ま
す
。
一
人
ひ
と

り
が
「
燃
え
る
ご
み
」
と
し
て
出
す
の

で
は
な
く
、
少
し
で
も
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

　
（
図
３
）
は
私
た
ち
の
身
の
回
り
に

あ
る
リ
サ
イ
ク
ル
を
呼
び
か
け
る
主
な

マ
ー
ク
で
す
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
や

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
紙
と
い
っ
た
リ
サ
イ

ク
ル
が
可
能
な
容
器
な
ど
は
、
燃
え
る

ご
み
と
し
て
出
す
の
で
は
な
く
、
市
の

分
別
方
法
に
基
づ
き
、
資
源
ご
み
と
し

て
出
し
て
い
た
だ
く
か
、
独
自
に
資
源

回
収
を
進
め
ら
れ
て
い
る
大
型
量
販
店

な
ど
に
設
置
さ
れ
た
回
収
Ｂ
Ｏ
Ｘ
に

持
っ
て
行
く
こ
と
で
燃
え
る
ご
み
の
量

は
か
な
り
削
減
で
き
ま
す
。

　
皆
さ
ん
は
、
日
常
生
活
の
中
で
こ
の

リ
サ
イ
ク
ル
を
い
く
つ
実
践
さ
れ
て
い

る
で
し
ょ
う
か
？

　
こ
う
し
た
日
常
の
ご
み
削
減
に
向
け

た
一
人
ひ
と
り
の
活
動
に
加
え
、
も
う

一
つ
の
大
き
な
テ
ー
マ
で
あ
る
食
品
ロ

ス
問
題
と
向
き
合
い
活
動
さ
れ
て
い
る

市
内
の
「
ｅえ

こ
こ
ろ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
」

を
取
材
し
ま
し
た
。

（単位：トン）
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外出自粛などのため、家庭での
「可燃ごみ」の量は増えています。

▲図１ 家庭から出る「可燃ごみ」搬入量

▲図2 ごみ収集・運搬・処分に係る処理費用

▲図3

（単位：千円）

注）R1は決算額、R2、R3は予算額ベースです。
※上記にはごみの収集運搬、不燃物処理場管理経費、衛生
　センターでの焼却処理に係る負担金が含まれています。

1,300,000

1,400,000

1,500,000

1,600,000

R1 R2 R3

1,462,358
1,433,132

1,532,937

年間14億円以上！ 　
皆
さ
ん
の
ご
家
庭
で
も
、
ご
み
を
出

す
回
数
や
量
が
増
え
た
よ
う
に
感
じ
ま

せ
ん
か
。

マーク マークの名前等 ちょっと豆知識 市の分別区分

PETボトル
リサイクルマーク

水、お茶など多くの飲料に使用されています。
地域の資源ごみの日や大型量販店などにある回収BOX
へ。容器は水で洗い、ラベルやキャップは外してください。
キャップを集めているところもあるよ。

ペット
ボトル

プラスチック製
容器包装マーク

おもちゃの材料や食料品の包装に多く使用されていま
す。汚れのないものは燃えるごみ袋ではなく、プラス
チック専用のごみ袋に入れて出しましょう。電池や金
属は必ずはずしてください。

廃プラス
チック類

紙製容器
包装マーク

雑誌や本、箱タイプのお菓子などに使用されています。
リサイクルで新たな紙として生まれ変わります。
新聞と雑誌は分けて出してね。読める本は欲しい人にゆ
ずってください。

古紙類紙パックマーク
牛乳やパックジュースなどに使用されています。
水で洗い開けてから乾かして出しましょう。
注ぎ口にプラスチックが使用されている場合があるから
見逃さず切り取ってください。

段ボールリサイクル
推進マーク

通販商品や、家具、家電製品の梱包に使用されています。
折りたたんで紐で縛って出しましょう。デザイン紙を張
り子どものおもちゃ箱に使用する等意外な利用方法があ
るかも！？

アルミ缶マーク
多くの飲料容器に使用されています。
手で持ってやわらかいものはアルミ缶です。
磁石にはくっつかないよ。素材がやわらかいので形を保
つために中身は炭酸飲料が多いよ。

缶

スチール缶マーク
紅茶やコーヒー缶に主に使用されています。
素材に鉄が使用されているため磁石にくっつくことを利
用した分別機もあるよ。

類
や
古
紙
な
ど
と
し
て
回
収
し
資
源
と

な
る
よ
う
に
分
別
を
心
が
け
る
こ
と
で
、

燃
え
る
ご
み
の
量
が
減
り
、
Ｃ
Ｏ
 ²
の

排
出
抑
制
に
つ
な
が
り
ま
す
。
ま
た
、

処
理
費
用
も
安
く
な
り
ま
す
。

注 目
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